
                           

                           

     

                           

                                 

四
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千
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だ
よ
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 第 8１号  

・
箕
の
笠
で 

植
え
る
棚
田
の 

そ
ば
に
き
て 

雨
だ
か
え
ろ
と 

か
わ
ず
う
る
さ
く 

･

ケ
ロ
ケ
ロ
と 

雨
を
喜
ぶ 

か
わ
ず
ど
も (

舜)  

 

 

元 加藤先生親子 



新
城
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
の
育
農
学
習 

五
月
八
日
、
農
業
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

と
自
主
的
に
参
加
し
た
生
徒
、
約
四
十
名

は
、
昨
年
八
月
に
開
催
し
た
「
生
物
多
様

性
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
会
議 

i
n
 

愛
知 

20
0
9

」

に
県
内
か
ら
参
加
し
た
学
生(

十
四
名) 

               

を
中
心
に
、
生
物
多
様
性
に
関
す
る
取
り

組
内
容
等
を
話
し
合
っ
た
結
果
、
自
分
た

ち
に
身
近
な
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、
農
業

体
験
等
を
行
う
こ
と
を
提
案
、
愛
知
県
環

境
部
の
仲
立
ち
で
新
城
高
校
の
千
枚
田

の
実
習
田
で
田
植
え
に
参
加
、
栽
培
体
験

を
し
た
。
学
生
た
ち
は
「
連
谷
お
助
け
隊
」

の
原
田
英
史
か
ら
湧
き
水
を
源
流
に
し

た
棚
田
の
生
き
も
の
と
共
生
し
た
体
に

優
し
い
コ
メ
づ
く
り
、
自
然
環
境
等
を
学

ん
だ
。 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
食
育
学
習 

 

五
月
十
三
日
、
将
来
プ
ロ
を
目
指
す
学

生
約
四
十
名
が
四
谷
の
千
枚
田
の
実
習

田
で
田
植
え
を
行
っ
た
。
例
年
、
田
植
え

か
ら
収
穫
ま
で
の
生
育
調
査
や
自
然
豊

か
な
田
ん
ぼ
の
生
き
物
な
ど
を
テ
ー
マ

に
学
園
祭
な
ど
で
成
果
を
発
表
。
こ
の
、

取
り
組
み
に
市
民
や
父
兄
に
も
好
評
を

得
て
い
る
。 

○ 

棚
田

ララ
イイ
スス
テテ
ララ
スス  

第第
五五
十十
四四
号号((

三三
月月
二二
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五五
日日)) 
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全
国
棚
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千
枚
田)
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絡
協
議
会 
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ふ
る
き
ゃ
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
棚
田
が
結
ぶ
腐
れ
縁
の
石
井
里
津
子

ル
ポ
か
ら
一
週
間
以
内
に
千
六
百
字
の

原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
。
以
前
に
も
強
引
に

書
か
さ
れ
た
経
緯
と
、
毎
年
サ
ミ
ッ
ト
で

顔
を
あ
わ
せ
る
間
柄
。
ど
う
も
美
人(

元)

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
に
は
弱
い
。
そ
こ
で
「
サ

ミ
ッ
ト
を
機
に
企
業
な
ど
～
都
市
住
民
と

繋
が
っ
て
～
」
と
題
し
て
元
気
の
よ
い
四

谷
の
千
枚
田
を
売
り
込
ん
だ
。 

○ 

月
刊  

食食
料料
とと
安安
全全 

（
財
）
全
国
瑞
穂
食
糧
協
会
か
ら
平
成
二

十
一
年
度
田
園
自
然
再
生
コ
ン
ク
ー
ル

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
関
連
の
出
筆
依

頼(

約
八
千
字)

が
あ
り
「
棚
田
の
保
全
と

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど
希
少
種
の
保
全
・
再

生
に
向
け
て
」
と
題
し
て
執
筆
、
五
月
号

(

毎
月
十
五
日
発
行)

に
掲
載
さ
れ
る
。 

○ 
(

東
海)

じ
ゃ
ら
ん 

六
月
号 

古
き
良
き
田
舎
に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
ク 

四
谷
の
千
枚
田
コ
ー
ス 

 

新
緑
の
鞍
掛
山
を
惜
景
に
、
棚
田
や
民

家
の
石
積
、
田
ん
ぼ
の
湧
水
が
奏
で
る
、

こ
れ
ぞ
日
本
の
原
風
景
。
と
題
し
て
掲
載

さ
れ
た
。 

○ 

お
か
し
ん(

岡
崎
信
用
組
合)

広
報

誌
六
月
号(

二
十
五
日
発
行)

の
表
紙
に
四

谷
の
千
枚
田
の
水
鏡
や
代
か
き
、
お
田
植

え
感
謝
祭
な
ど
、
多
彩
に
掲
載
さ
れ
る
。 

○
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ 

 

ま
た
ま
た
、
春
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て

「
千
枚
の
水
鏡
」
が
ポ
ス
タ
ー
や
テ
レ
ビ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
賑
わ
っ
て
い
る
。 

 
 

                

一
本
に
つ
き
一
円
が
愛
知
県
の
環
境
保

全
活
動
に
寄
付
さ
れ
る
。
俺
も
、
私
も
貢

献
し
て
い
る
と
思
う
と
・
・
つ
い
つ
い
、

も
う
一
本
と
、
缶
を
重
ね
て
し
ま
う
。 

棚棚
田田
大大
好好
きき  

 

「
三
河
の
山
里
ツ
ー
リ
ズ
ム
」(

行
政

主
導)

で
毎
年
、
稲
作
体
験
を
重
ね
て
き

た
が
、
本
年
は
中
止
と
な
っ
た
。
四
年
連

続
で
参
加
し
た
早
風
さ
ん
親
子
を
中
心

に
二
十
数
名
が
棚
田
を
満
喫
し
た
い
と
、

建
っ
て
の
願
い
。 

 

都
市
住
民
が
自
発
的
に
田
舎
体
験
を

試
み
る
ま
で
に
成
長
さ
せ
た
行
政
の
役

目
と
棚
田
の
魅
力
を
大
き
く
感
じ
、
二
枚

の
田
ん
ぼ
を
準
備
、
五
月
十
六
日
に
は
田

植
え
に
訪
れ
る
。 

横
浜
ゴ
ム
植
樹
祭
参
加 

五
月
二
十
二
日
、
横
浜
ゴ
ム
に
お
い
て

「
千
年
の
杜
第
二
期
植
樹
祭
＆
国
際
生

物
多
様
性
の
日
世
界
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー

ブ
」
が
行
わ
れ
る
。
同
社
は
千
枚
田
に
お

け
る
新
入
社
員
研
修
や
環
境
に
優
し
く

育
て
ら
れ
た
稲
藁
を
高
価
額
で
購
入
し

て
い
た
だ
い
た
り
交
流
が
深
い
。
こ
の
植

樹
祭
に
は
保
存
会
、
お
助
け
隊
も
参
加
し

ま
す
。 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
総
会 

 

五
月
二
十
二
日
、
連
谷
会
館
に
お
い
て

午
後
七
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。 

行 
 

平
成
二
十
二
年
五
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


